

























































































































































































































ロとともにI夜は更け， 日が近づいているj (ローマ13, 12) と語ること
e ■ ● 争 牟 甲 争 e ･ 申 ｡ ● G ■ ● 町 守 甲 ｡ G 中 ● G ● 由 と 由 自
だから。終末論的信仰はただ諸学問と共にのみ歴史の今が何時かを自覚
す-ることができるのである｣。キリスト教大学の建学の精神，そこにうた
われた普堪的人間像を指摘しましたが， そうした'三|標はキリスト教だけ
で達成されるものではない， そうではなくて， まさに諸学と共にしか実
現しえないものです。拙論では「未来への共同黄任」 という言葉を使い
ましたが，われわれが「地の塩」 「世の光」であるために，地に対する，
世に対する，時代に対する， そこに生きる人間に対するわれわれの神か
ら求められている責任を果たす， そうしたことをキリスト教学はしっか
り考えなければならないと思います。それをどのようにキリス|､教学の
迩営に生かしていくのか， むろんそれはもう･一つの課題ですが。いずれ
にせよ現代のキリスト教学の可能性は，諸学と対話し協働し，未来に対
する尚任をになうという方面にも求めらオLなければならないと考えま
す。 （キリスト教学を今日どのように行うのか， ということについては，
今日は'1Iし上げることはできません。書いたものを御‘覧下さればと思い
ます。そこに11ﾄいたことは， これも簡単に言えば， プロテスタントのキ
'ノスト教学は，聖書を説くということが中心になるということ， その上
で私は大内二郎先生の植村派久論からヒントを得て， それを少し加二［し
て，一つはキリスト教の弁証，つまりキリスト教に対する蝿見・誤解を
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解き， あるいは無知に対し知識を与えること， もう一つは，倫理的なア
プローチの必要性・有効性， そして最後に，本来のキリスト教のljj容の
しっかりした提示ということを，われわれのキリスト教学のなすべきこ
ととして記しておきました。あとでの討論のきっかけとなれば幸いで
す)。
結び
最後にキリスト教大学の使命というようなことについて申し上げたい
思います。本来岐後にちょっと触れるというような取り扱いをすべき問
題ではありませんが，正mi切って提示する立場にもありませんので， お
ゆるし願いたいと思います。
一つはキリスト教主義であれ何であれ，私学も， いやしくも大学であ
るかぎり， その水準と実質を確保し公共的責任をきちんと果たさなけれ
ばならない，言うまでもないことですが， そのことが第一のことです。
しかしキリス|､教大学がそれだけでよいというわけにいかないことは
言うまでもあ'）ません。第一に，伝道の使命をも‐｣ていると思います。教
会ではあl)ませんので，直接の鱈道は行われない。 ここでは洗礼も型餐
も行われない。たしかに教会ではない。 しかし，東北学院がそうである
ように，本来伝道を目的として設立されたことは明らかです。教行に誼
心があるとはいえ， キリスト者がここに遣わされているということ， そ
れゆえになきれるべきことは少なくないと思います。教会学校が軒並み
振るわないことは現実です。私'' 1身の経験から言えば， 9()年代の!i1頃か
らそれは雛苫になってきました。廃止や休校にしてしまうところも多く
出ています。 ｜」曜学校に通った私など残念です。地域に対する， この世
に対するi'il［・関わりは福背の本質から要請されていることです。何と
かならないかというのが執l! |:の願いです。そうなると， むろん教会学校
の代わりになることはないとしても，小中高から大学までも含めて．若
い人たちに：1ニリストを伝えるためのキリスト教学校の役割は相対的に大
きなものとなっています。 どのようにすればよいのか分かりませんけれ
ども， キリスト数学校で青年・学生伝道の使命をまずもって自覚し11L(す
ことから出発したいものです。
第二にリベラル・アーツ・カレジとしてその実質を追求したいという
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ことです。教養教育です。近代産業社会の中で技術教育亜視の中で教養
教育は一般に軽視される傾向にありましたし， 日本においては教養教育
というと， たとえば戦前の教養というのは天皇制絶対主義の' |'での教養
であり，必ずしも普遍的価値に開かれていくようなものでなかったこと
も否めないでしょう。そうした中，普遍的価値に開かれたリベラル･アー
､ソ ・エデュケーションを日本で担ったのはキリスト教大学でした。一方
で学問を追求するとともに他方でその学問の世界と人生に対する意味を
問いつつ普遍的価値に附かれた人間の形成・人格の形成を目指す教養教
育の新たな構築です。
第二に私学としてのキリスト教大学のもつ貴東な自由を放棄してはな
らないということでｻｰ。二十枇紀の著名な政治学者A・I)・リンゼイは，
民主主義は自由な共同社会（たとえば，教会や大学） を必要とし， その
｢彩り豊かな生活を保護すること」に国家の本務を見ています（｢民主主
義の本質』)。 この目ll1で自発的な教育共同体の形成それ自体がこの日本
にあってもっとも勝れたキリスト教学校の貢献です。それが私たちの課
題です。そのためにはキリストの主権のもとでのわれわれ|』I身の自由で
民主的な共同の自己形成は不可欠です｡それが本当に追求されなければ，
大学がどんなりっぱな業繍をあげたと見えたとしても， キリスト教大学
としては本来の使命に忠実だと言うことはできないでしょう。その点で
キリスト教大学も，教会と|可じく，神の|工lに対応した，神の国にふさわ
しい在り方をもって， その使命を果たしたいものです。
（20{)9年6月5日）
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